
「21世紀における国民健康づくり運動（健康日本 21）」（抜粋） 

  

第一 趣 旨  

  

  健康を実現することは、元来、個人の健康観に基づき、一人一人が主体的に取り組む課

題であるが、個人による健康の実現には、こうした個人の力と併せて、社会全体としても、

個人の主体的な健康づくりを支援していくことが不可欠である。 

  そこで、「21世紀における国民健康づくり運動（健康日本 21）」（以下「運動」という。）

では、健康寿命の延伸等を実現するために、2010 年度を目途とした具体的な目標等を提示

すること等により、健康に関連する全ての関係機関・団体等を始めとして、国民が一体と

なった健康づくり運動を総合的かつ効果的に推進し、国民各層の自由な意思決定に基づく

健康づくりに関する意識の向上及び取組を促そうとするものである。 

 

  

第二 基本的な方向  

  

 １ 目的 

  21世紀の我が国を、すべての国民が健やかで心豊かに生活できる活力ある社会とするた

め、壮年期死亡の減少、健康寿命の延伸及び生活の質の向上を実現することを目的とする。 

 ２ 期間 

  運動の期間は、2010年度までとする。 

  運動の評価は、2005 年度を目途に中間評価を行うとともに、2010 年度に最終評価を行

い、その評価をその後の運動の推進に反映させる。 

 ３ 基本方針 

 （１）一次予防の重視 

  人口の高齢化の進展に伴い、疾病の治療や介護に係る社会的負担が過大となることが予

想されているので、従来の疾病対策の中心であった健診による早期発見又は治療にとどま

ることなく、健康を増進し、疾病の発病を予防する「一次予防」に一層の重点を置いた対

策を推進する。 

 （２）健康づくり支援のための環境整備 

  運動の目的を達成するためには、生活習慣を改善し、健康づくりに取り組もうとする個

人を社会全体として支援していく環境を整備することが不可欠である。このため、行政機

関をはじめ、医療保険者、保健医療機関、教育関係機関、マスメディア、企業、ボランテ

ィア団体等の健康に関わる様々な関係者がそれぞれの特性を生かしつつ連携することによ

り、個人が健康づくりに取り組むための環境を整備し、個人の健康づくりを総合的に支援

する。 



 （３）目標等の設定と評価 

  運動を効果的に推進するためには、健康づくりに関わる多くの関係者が健康状態等に関

する情報を共有しながら、現状及び課題について共通の認識を持った上で、保健医療上の

重要な課題を選択し、科学的根拠に基づいて、取り組むべき具体的な目標を設定する必要

がある。また、目標に到達するための具体的な諸活動の成果を適切に評価して、その後の

健康づくり運動に反映できるようにする必要がある。 

 （４）多様な実施主体による連携のとれた効果的な運動の推進 

  個人による選択を基本とした、生活習慣の改善等の国民の主体的な健康づくりを支援す

るためには、国民に対する十分かつ的確な情報提供が重要である。このため、マスメディ

ア等による広範な情報伝達手段や保健事業を活用した個別健康教育等の、多様な経路によ

り、それぞれの特徴を生かしたきめ細かな情報提供を推進する必要がある。 

  また、地域住民全体に対する働きかけと生活習慣病を発症する危険度の高い集団への働

きかけとを適切に組み合わせる等により、対象者の特性やニーズ等を十分に把握しながら、

運動を効果的に推進することに配慮することが重要である。 

  さらに、こうした視点に基づき、現在実施されている老人保健事業と医療保険者等によ

る保健事業とが相互に連携しつつ、効率的かつ一体的に実施される必要がある。 

 

 


